
２ 中学校

（１）国語

【第１学年】

実施生徒数 11,722 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 27 問

平均正答率 53.7 ％

（全ての設問を実施した生徒について算出)

【第２学年】

実施生徒数 11,351 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 26 問

平均正答率 48.8 ％

（全ての設問を実施した生徒について算出)

平均正答数 14.5問

平均正答数 12.7問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 ２２ 57.8

主として「活用」 ５ 35.3

学習指導

要領の

領域等

話すこと・聞くこと １ 74.2

書くこと ３ 38.0

読むこと ７ 45.0

伝統的な言語事項と国語

の特質に関する事項　　
１６ 59.1

評価の

観点

話す・聞く能力 １ 74.2

書く能力 ３ 38.0

読む能力 ７ 45.0

言語についての

知識･理解･技能
１６ 59.1

問題形式

選択式 ７ 55.1

短答式 １６ 58.5

記述式 ４ 31.7

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 ２０ 53.4

主として「活用」 ６ 33.3

学習指導

要領の

領域等

話すこと・聞くこと １  73.8

書くこと ３ 27.5

読むこと １０ 43.2

伝統的な言語事項と国語

の特質に関する事項　　
１２ 56.6

評価の

観点

話す・聞く能力 １  73.8

書く能力 ３ 27.5

読む能力 １０ 43.2

言語についての

知識･理解･技能
１２ 56.6

問題形式

選択式 ６ 52.5

短答式 １３ 57.6

記述式 ７ 32.8



【結果から見られる成果と課題】

○ 文脈に即して漢字を正しく読むことについては、相当数の生徒ができている。

・「暖める」（中１３一１：96.1％）

・「四方」（中２３一２：95.6％）、「襲われない」（中２３一４：95.3％）

○ 言葉の特徴やきまりに関する事項については相当数の生徒が理解できてい

る。

・国語辞典の使い方（中１２一５：87.2％）

・文を文節に分ける（中１２二１：81.6％）

● 文学的文章において、登場人物の関係や心情の変化をとらえることに課題が

見られる。

・登場人物同士の関係をとらえること（中１１四：20.3％）

・登場人物の心情の変化をとらえること（中２１四：4.8％）

● 説明的文章において、要旨や筆者の主張をとらえることに課題が見られる。

・文章の要旨をとらえること（中１３六：28.8％）

・筆者の主張をとらえること（中２３六１：27.0％）

・筆者の主張を、表現の仕方を根拠に説明すること（中２３六２：11.5％）

■ 記述式の問題（条件付き作文）に課題が見られる。

・話し合いの流れや文脈に応じて話す内容や理由を書くこと

（中１４三：31.8％，中２４三：43.5％）

H22 中3 全国調査「資料の提示方法とその理由を条件に従って書く」 46.6％

正答率が80％以上であるものや過去の調査等と比較し改善の傾向が見られるものを成果

としてまとめるとともに、複数学年に同様の傾向が見られるものや、特に課題と見られる

状況について、全体の傾向をまとめています。

※ ○は成果、●は課題を示している。（■は問題形式による課題）



国語【中学校１年生】

● 文脈に即して漢字を正しく書くことに課題が見られる。

○ コウキシンに満ちたものに変わった。

中１：１６．１％

● 文学的文章において、登場人物の関係をとらえることに課題が見られる。

○ ②と同様に、③にも「お礼を言うのは、こっちです。」とありますが、「だ
れ」の「どのような行為」に対して、「だれが」お礼を言っているのか、答え
なさい。

中１：２０．３％

● 説明的文章において、要旨をとらえることに課題が見られる。

○ この文章の内容にあてはまらないものを次の１～４の中から一つ選び、番
号で答えなさい。
１ チョウにとって、夏は活動するには暑すぎる季節であり、春と違って
天国ではない。
２ チョウは翅を動かすことで、その筋肉が震え、熱が発生し、体温が上
がる。
３ チョウは、体温を一定に保つことができ、人間と同じ「恒温動物」に
分類できる。
４ 暑い日中には直射日光をさけ日かげで休む人間のように、日中、チョ
ウも休んでいる。

中１：２８．８％

■ 記述式の問題（条件付き作文）に課題が見られる。

○ 【資料１】実際のスピーチの ウ のところに、【資料２】スピーチ
メモのＡ・Ｂ・Ｃを参考にして、話す内容をあとの条件１～３に従って書
きなさい。

条件１ ＡＢＣの内容をすべて入れて ウ にふさわしい一文で書くこと。
条件２ ＣをＢの説明として使うこと。
条件３ 「彼は」に続くように、三十字以上、四十字以内で書くこと。

中１：３１．８％

【正答】 好奇心

【正答例】「隊員たち」の「金属をくれた行為」に対して「住民たち」が

【正答例】 自信満々ですが、修学旅行中もランニングを欠かさないような強
い意志をもっています。

【正答】 １



国語【中学校２年生】

● 文脈に即して漢字を正しく書くことに課題が見られる。

○ 猫ながら一つのシンリを感得した。

中２：１５．２％

● 文学的文章において、登場人物の心情の変化をとらえることに課題が見られる。

○ 「ちゅうちょ」とあるが、その心持ちを具体的に書いている部分がある。

十字程度で書き抜きなさい。

中２：４．８％

● 説明的文章において、筆者の主張をとらえることに課題が見られる。

○ 文章中のＡ～Ｄのうち、筆者が最も読者に主張したい一文はどれか 線
Ａ～Ｄの中から一つ選び、記号で答えなさい。また、その記号を選んだ理由
を、選んだ文の表現の仕方に着目して説明しなさい。

Ａ キバーレの森には、いろいろな種類の多くのサルがいた。
Ｂ 他の哺乳動物たちとはちがった進化の道をたどったと考えられる。
Ｃ 種が生き残っていくために、病気が、その環境に適した数にする役目を果たして
いることになるのだ

Ｄ 森にすむようになったサル類は、病気がなければ、とっくの昔にほろんでいたか
もしれない。

中２：記号２７．０％ 理由１１．５％

■ 記述式の問題（条件付き作文）に課題が見られる。

○ Ｃ について、あなたなら次の四枚の写真の中からどの写真を選びます
か。ア～エの中から選んで、記号で答えなさい。また、 Ｄ について、
その理由を次の条件１～条件３にしたがって書きなさい。なお、読み返して
文章を直したいときは、二本線で消したり行間に書き加えたりしてもよいこ
ととする。

条件１ 「人から人への技術の伝承」の大切さを伝えるためになぜその写真を選んだの
か、分かりやすく説明すること。

条件２ 「なぜかというと～からだよ。」に合う形で書くこと。
条件３ 五十字以上、八十字以内で書くこと。

中２：４３．５％
※「資料の提示方法とその理由を条件に従って書く」 H22 中3 全国調査 46.6％

【正答】食おうかな、やめようかな

【正答】 真理

【正答】 記号 Ｃ
理由（例）ＡＢＤに比べて、Ｃの文末は「なるのだ」という断定の

言い方をしており、筆者の強い思いが伝わってくるから

【正答例】 イの写真には、昭和の再建時の技術者が写っているので、技術の
継承という記事の内容にふさわしい写真といえる



（２）数学

【第１学年】

実施生徒数 11,734 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 25 問

平均正答率 57.9 ％

（全ての設問を実施した生徒について算出)

【第２学年】

実施生徒数 11,348 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 25 問

平均正答率 51.7 ％

（全ての設問を実施した生徒について算出)

平均正答数 14.6問

平均正答数 12.9問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 １８ 67.2

主として「活用」 ７ 33.8

学習指導

要領の

領域等

数と式 １３ 64.7

図形 ５ 46.7

関数 ６ 48.1

資料の活用 １ 83.7

評価の

観点

数学的な見方や考え方 ４ 40.7

数学的な技能 １２ 55.3

数量や図形などについての

知識･理解
９ 69.0

問題形式

選択式 ６ 71.1

短答式 １５ 58.5

記述式 ４ 35.6

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 １８ 62.4

主として「活用」 ７ 24.3

学習指導

要領の

領域等

数と式 １４ 62.6

図形 ６ 35.6

関数 ４ 37.7

資料の活用 １ 50.9

評価の

観点

数学的な見方や考え方 ７ 24.3

数学的な技能 ８ 66.0

数量や図形などについての

知識･理解
１０ 59.4

問題形式

選択式 ８ 57.3

短答式 １３ 54.6

記述式 ４ 31.0



【結果から見られる成果と課題】

○ 数の読み取り、計算について改善が見られる。

・分数の計算ができること（中１１（１）：89.4％、中２１（１）：85.2％）

・正の数・負の数の意味を、実生活の場面に結びつけること

（中１１（５）：88.0％、中２１（３）：88.0％）

・数直線から数を読み取ること（中１１（３）：86.1％）

・棒グラフから数値が最も大きい項目とその数値を読み取ること

（中１５：83.7％）

● 割合の理解や活用に課題が見られる。

・割合の意味を理解し、基準量を明確にすること（中１８（１）：26.6％）

・割合の考え方を具体的な事例に当てはめ、問題を解決すること

（中１８（２）：33.0％）

H24 小6 全国調査「一輪車に乗れる人調べる問題」23.3％

・一次関数の表から変化の割合を求めること（中２６（３）：43.4％）

● 図形の移動、求積、作図の活用に課題が見られる。

・円周の長さを求めること（中１４（２）：32.6％）

H26 小6 全国調査「直径６cmの円の円周の長さを求める問題」83.9％

・回転移動の意味を理解すること（中２４（１）：47.7％）

・正四角錐の体積を求めること（中２５（２）：29.3％）

H22 中3 全国調査「正四角錐の体積を求める問題」60.8％

・作図のしくみを理解して活用すること

（中２10（１）：22.9％、中２10（２）：10.5％）

■ 長文を読み解き、数量の大きさや関係を数式に表したり、課題解決に必要な

条件を見出したりすることに課題が見られる。

・与えられた情報を読み取り、数学的に解決すること

（中２９（１）：12.3％）

・数量の関係を見出し、問題解決の方法を数学的に説明すること

（中１10：14.2％、中２11：13.0％）

正答率が80％以上であるものや過去の調査等と比較し改善の傾向が見られるものを成果
としてまとめるとともに、複数学年に同様の傾向が見られるものや、特に課題と見られる
状況について、全体の傾向をまとめています。

※ ○は成果、●は課題を示している。（■は問題形式による課題）



数学【中学校１年生】

● 割合の意味を理解し、基準量を明確にすることに課題が見られる。

中１：２６．６％

● 割合の考え方を具体的な事例に当てはめ、問題を解決することに課題が見られる。

中１：３３．０％

※「一輪車に乗れる人数を調べる問題」H24 小6 全国調査 23.3%

● 円周の長さを求めることに課題が見られる。

中１：３２．６％

※「直径６cmの円の円周の長さを求める問題」H26 小6 全国調査 83.9%

【正答】

男子の「乗れる人数の割合」は

15をもとにする。

女子の「乗れる人数の割合」は

20をもとにする。

【正答例】

記号：３

理由：男子の乗れる人数の割合，

女子の乗れる人数の割合

３
はーで等しい。
５

【正答】

18.84cm



数学【中学校２年生】

● 図形の移動、求積、作図の活用に課題が見られる。

中２：４７．７％

中２：２９．３％
※「正四角錐の体積を求める問題」H22 中3 全国調査 60.8%

中２：（１）２２．９％ （２）１０．５％

【正答】

（１）

① ＡＢＣ

② 二等分線

（２）

③ ＡＣ

④ 垂直二等分線

【正答】

120°

【正答】

48cm３



数学【中学校１年生・２年生】

■ 数量の関係を見出し、問題解決の方法を数学的に説明することに課題が見られる。

中１：１４．２％ 中２：１３．０％

【正答例】

ア：１

イ：色紙全体の厚さ（13.5cm）を、色紙１枚あたりの厚さで割る。



（３）社会

【第２学年】

実施生徒数 11,352 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 36 問

平均正答率 47.9 ％

（全ての設問を実施した生徒について算出)

【結果から見られる成果と課題】

○ 日本の歴史における主な出来事とその時代に関しては、知識・理解の定着に改善

が見られる。

・聖徳太子の業績（５(1)76.0％）

H25 中2 県確認問題「聖徳太子が行った政策と聖徳太子の時代の様子」32.3％

・織田信長の業績（８(2)76.8％）

H25 中2 県確認問題「織田信長による政策が行われた時期」50.2％

● 時差（日付変更線）に関する知識・理解の定着に課題が見られる。

・地球上の位置と時差の関係を読み取ること（１(5)31.8％）

● それぞれの時代における外国との交流に関する知識・理解の定着に課題が見られ

る。

・鎖国下における日本の対外関係（５(5)34.5％）

・平清盛が貿易を行った中国の王朝名（５(2)11.9％）

■ 記述式問題に課題が見られる。

・資料から読み取ることのできる情報を例に、アフリカの産業の問題点であるモノ

カルチャー経済について説明すること（２(3)28.2％）

正答率が80％以上であるものや過去の調査等と比較し改善の傾向が見られるものを成果とし
てまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめています。

※ ○は成果、●は課題を示している。（■は問題形式による課題）

平均正答数 17.2問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 ２４ 48.4

主として「活用」 １２ 47.7

学習指導

要領の

領域等

世界の地域構成 ５ 57.2

世界各地の人々の生活と環境 １ 65.6

世界の諸地域 ５ 47.5

世界のさまざまな地域の調査 ０ －

日本の地域構成 ４ 56.4

世界と比べた日本の地域的特色 ３ 51.7

歴史のとらえ方 ０ －

古代までの日本 ８ 44.2

中世の日本 ６ 30.6

近世の日本 ４ 54.4

評価の

観点

社会的な思考･判断･表現 ７ 41.3

資料活用の技能 ８ 41.3

社会的事象についての知識･理解 ２１ 50.9

問題形式

選択式 １５ 49.5

短答式 １６ 47.7

記述式 ５ 48.4



社会【中学校２年生】

● それぞれの時代における外国との交流に関する知識・理解の定着に課題が見
られる。

時 代 古 代

関わりのある 平 清盛
人物

その人物が行っ ＜国内＞
た政策 太政大臣となり一族の者に高い官職を与える。

＜国外＞
中国の（ う ）と貿易を行う。

(2)表中の（ う ）に入る中国の王朝名を答えなさい。

中２：１１．９％

■ 記述式問題に課題が見られる。

○ アフリカ州には、ごくわずかな種類の農産物や鉱産資源の輸出にたよっている国々が多
く見られる。輸出品の種類が少ないことでどのような問題が生じるのか、資料４を参考に、
資料３中のナイジェリアを例にあげて説明しなさい。

中２：２８．２％

【正答例】

ナイジェリアの場合、輸出総額の８割以上を原油に依存し

ているため、原油価格の変動の影響を大きく受け，経済が不

安定になる。

【正答】

宋



（４）理科

【第２学年】

実施生徒数 11,354 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 32 問

平均正答率 41.1 ％

（全ての設問を実施した生徒について算出)

【結果から見られる成果と課題】

○ 熱分解により生成される物質について理解している。

・炭酸水素ナトリウムの熱分解（５(1)89.6％）

● 空間を認識し、地層の傾きの方向を考察することに課題が見られる。

（４(3)31.0％）

H24 中2 全国調査「地層の広がり方について、観察地の図と観察結果から分析して解釈し、

地層の傾きを認識して、傾きの方向を指摘する」31.5%

● 有機物と無機物が燃焼時に生成する物質の違いについての理解に課題が見られ

る。

・無機物を燃焼しても二酸化炭素が発生しない理由を説明すること（６(2)14.6％）

● 科学的な思考・表現を問う問題に課題が見られる。

・条件を満たす光の反射経路を作図によって表現すること（10(2)10.9％）

正答率が80％以上であるものや過去の調査等と比較し改善の傾向が見られるものを

成果としてまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまと

めています。

※ ○は成果、●は課題を示している。（■は問題形式による課題）

平均正答数 13.2問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 ２２ 44.4

主として「活用」 １０ 39.1

学習指導

要領の

領域等

エネルギー １０ 47.2

粒子 １０ 33.5

生命 ６ 48.0

地球 ６ 37.2

評価の

観点

科学的な思考・表現 １０ 39.3

観察・実験の技能 ５ 38.2

自然事象についての知識･理解 １７ 44.1

問題形式

選択式 ８ 47.0

短答式 １７ 39.0

記述式 ７ 41.0



理科【中学校２年生】

● 空間を認識し、地層の傾きの方向を考察することに課題が見られる。

中２：３１．０％

※「地層の広がり方について、観察地の図と観察結果から分析して解釈し、地層の傾

きを認識して、傾きの方向を指摘する」H24 中2 全国調査 31.5%

● 有機物と無機物が燃焼時に生成する物質の違いについての理解に課題が

見られる。

【正答】 １

【正答例】 鉄は炭素をもたない無機物だから

鉄は物質中に炭素をもたないから



中２：１４．６％

● 科学的な思考・表現を問う問題に課題が見られる。

中２：１０．９％

【正答】右図参照



（５）英語

【第２学年】

実施生徒数 11,348 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 28 問

平均正答率 54.4 ％

（全ての設問を実施した生徒について算出)

【結果から見られる成果と課題】
○ 英文をもとに、絵を見ながら状況を判断する問題については、相当数の生徒がで
きている。
・好きなスポーツについての受け答え （１(1)85.1％）
・英語のテスト実施日を答えること （２(2)83.9％）
・人物の特徴を読み取ること （３(2)94.4％）
・鞄の中身を読み取ること （３(4)87.4％）

〇 対話の内容を論理的に読み取ることに改善傾向が見られる。
・試合日を読み取ること （３(5)64.8％）

H25 中2 県確認問題「試合日を読み取ること」 51.8％

● 読み取った内容について、他の表現を使って言い換えることに課題が見られる。
・「オーストラリアにいる友達」という表現を「オーストラリアに住んでいる」に
言い換えて英語で表すこと（４(1)36.0％）
H25 中2 県確認問題「叔父の住んでいる場所を書くこと」 28.0％

・対話文の要約文を完成させること（４(6)23.1％）
● 内容を考えて英文で表現することに課題が見られる。
・自分の好きなものについて、まとまった内容の文章を３文以上で書くこと（５(3)33.6%）

H25 中2 県確認問｢ALTに自分の学校を紹介する英文を３文以上で書くこと｣ 26.8％

■ まとまった英文の読み取りをもとにして答えることに課題が見られる。
・登場人物の感情の理由についての記述を見付けること（６(2)36.9％）
・起こった出来事を読み取ること（６(3)イ23.9％）
・本文の内容に関わる英文を自分で考えて書くこと（６(5)18.4％）

H25 中2 県確認問題「保育士になるためにこれからする予定を書くこと」 17.0％

正答率が80％以上であるものや過去の調査等と比較し改善の傾向が見られるものを成果とし
てまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめています。

※ ○は成果、●は課題を示している。（■は問題形式による課題）

平均正答数 15.2問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 ２４ 59.5

主として「活用」 ４ 23.5

学習指導

要領の

領域等

聞く ６ 67.7

読む １７ 56.2

書く ８ 32.8

評価の

観点

外国語表現の能力 ５ 25.6

外国語理解の能力 １５ 65.2

言語や文化についての知識･理解 ８ 51.9

問題形式

選択式 １５ 71.1

短答式 ６ 34.0

記述式 ７ 35.9



英語【中学校２年生】

● 読み取った内容について、他の表現を使って言い換えることに課題が見られる。

中２：３６．０％

※「叔父の住んでいる場所を
書くこと」
H25 中2 県確認問題
28.0%

中２：２３．１％

● 内容を考えて英文で表現することに課題が見られる。

中２：３３．６％

※「ALTに自分の学校を紹介す
る英文を３文以上で書くこ
と」
H25 中2 県確認問題
26.8%

【正答】

My favorite animals
are dogs and cats. I have
two dogs and a cat. I walk
with them every morning.

【正答】

４(1)He lives in Australia.

【正答】

４(6) meet



■ まとまった英文の読み取りをもとにして答えることに課題が見られる。

中２：３６．９％

中２：２３．９％

中２：１８．４％
※「保育士になるためにこれからする予定を書くこと」H25 中2 県確認問題 17.0%

【正答例】

６(5) are going to cook them / are going to call him

【正答例】

６(3) イ 祖父からタケノコが届いた。

【正答例】

６(2) ヨウコとケンジが５時に起きて朝食を作ってくれたから。


